
30amC-286
ササクレヒトヨタケの生理活性成分の研究

○秋葉 光雄 1,志邑 義之1,深谷 晴彦 1,志田 保夫2,横松 力 1,大洋 俊彦3
(l東京薬大薬,2山梨大,3愛知学院大心身科)

【目的】機能性食品として知られているササクレヒトヨタケ(コプリ-ノ)には
高い抗酸化性を有するエルゴチオネインが多く含まれていることを､最近大躍ら
は明らかにしている｡今回その他の生理活性成分を探索するため､コプリ-ノの
水抽出液をエレクトロスプレーイオン化マススペクトル(ESI)で分析し､興味ある
結果を得た ｡

【方法】コプリ-ノの粉末200mgに蒸留水 4mlを加え､室温で30min撹拝抽出
し､ろ過後ろ液を ESIで分析した｡その際､ろ液の液性を酸性およびアルカリ性
で測定した ｡

【結果および考察】マススペクト
ルから多くのピークが観測された｡
各ピークの分子量の組成を高分解
能マススペクトルで解析し､エルゴ
チオネイン,グルタミン酸,チロシ
ン,ロイシン,トレハロース等が含
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まれていることが明らかになった｡
ここで興味あることは多様な生理作用を有するトレ-ロースの挙動である｡す
なわち酸性の条件下でトレハロースは未知物質(Ⅹ)と Complex(オリゴマーの複合
体または抱合体)を形成し､アルカリ性ではComplexからオリゴマーのトレハロー
スが遊離してくる ことである｡
この様にトレハロースがオリゴマーとして存在し､環境の変化に応じたシステ
ムを備えていることは生命活動にとって重要な役割を担っているものと思われる｡


